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　①出身地 　 ②前任地等　  ③趣味　   ④ちょっと一言（自己ＰＲなど）

7月10日に東京上野税務署の定期人事異動がございました。幹部の方々のプロフィールを紹介させていただきます。

東京上野税務署幹部のプロフィール東京上野税務署幹部のプロフィール

署 長

特別国税調査官(法人)

三ツ屋　達郎

総務課長

川瀬　孝昭

みつや　　　　たつお

かわせ　　　たかあき

北島　秀晃
きたじま　　　ひであき

①富山県
②大阪国税不服審判所　第一部　部長審判官
③庭園めぐり
④上野の地や人に教えていただきながら、頑張ります。
　よろしくお願い致します。

①東京都
②本郷署　特別国税調査官
③旅行、散歩
④一年間、よろしくお願いします。

①新潟県
②留任
③知り合いと楽しく飲むこと
④よろしくお願いします。

税務広報広聴官

植山　和代
 うえやま　　かずよ

①福島県
②留任
③映画鑑賞
④１年間よろしくお願いいたします。

①神奈川県
②神田署　総務課長　
③読書、散歩
④東京上野署勤務は初めてですが、１年間よろしく
　お願いいたします。

副署長（個人担当）

寺﨑　泰弘
てらさき　　やすひろ

①新潟県
②足立署　特別国税徴収官
③散歩
④文化にあふれ活気のある上野での勤務を楽しみに
　しています。１年間よろしくお願いいたします。

副署長(総務担当)

阿部　幸栄
あべ　　　こうえい

①茨城県
②留任
③野良仕事
④２年目となりますので、もっと上野の歴史や文化
　に触れたいと思います。１年間よろしくお願いい
　たします。

副署長（法人担当)

町田　富二夫
まちだ　　　　ふじお
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東京上野税務署幹部のプロフィール紹介

①熊本県
②本所署　法人１部門　統括官
③大工
④初めての東京上野署勤務です。よろしくお願い
　します。

法人課税第１部門統括官

井上　雅雄

①東京都

②留任

③水泳、合唱

④２年目になります。引き続きよろしくお願いいたします。

法人課税第２部門統括官

伊東　紀子

①山口県
②留任
③読書
④今年もよろしくお願いいたします。

①山形県
②留任
③山歩き、草野球
④1年間よろしくお願いします。

審理専門官(法人)

西村　貴孝

連絡調整官(法人１)

武田　肇

①千葉県
②留任
③ジョギング・映画鑑賞・ドライブ
④今年も引き続きよろしくお願いいたします。

法人課税第１部門

上席国税調査官(法人審理担当)

幾世橋　享明

法人課税第２部門

上席国税調査官(源泉審理担当)

平部　祐子

いのうえ　　まさお

にしむら　　よしのり

ひらべ　　　ゆうこ

いとう　　　のりこ

たけだ　　はじめ

きよはし　　　たかあき

①大分県
②留任
③ドライブ
④1年間よろしくお願いいたします。

税務広報広聴官

中村　和久
 なかむら　　かずひさ

①大阪府
②東京国税局　査察部　
　　　査察14部門　主査
③散歩、映画鑑賞
④１年間よろしくお願いいたします。

 国税局・税務署 

 

社会保障・税番号制度について

　社会保障・税番号制度が導入され、税務署へ提出いただく申告書・法定調書等にも番号の
記載が必要となりました。所得税及び復興特別所得税については平成28年分の申告書から、
法人税については平成28年1月以降に開始する事業年度に係る申告書から、法定調書につい
ては平成28年１月以降の金銭の支払等に係るものから、申請書・届出書については、平成
28年１月１日以降に提出するものから、個人番号・法人番号を記載していただくこととなっ
ています。
　社会保障・税番号制度についての詳しい情報は、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）
内の「社会保障・税番号制度について」をご覧ください。
　なお、「社会保障・税番号制度について」のページは、国税庁ホームページのトップページ
にある「社会保障・税番号制度」の入口から簡単にアクセスすることができます。
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江戸の面影残る路地と坂の町
歴史散歩

周辺神楽坂　　散歩周辺

　　　　 平成２８年

　６月１１日 ( 土）
シティガイド
　　高橋さん

★AM10:00　飯田橋駅をスタート！

①牛込御門と揚場跡

②芸者新道・かくれんぼう横丁

③兵庫横丁から寺内公園へ

④光照寺（牛込城跡）

⑤若宮八幡神社

⑥近代科学資料館

⑦毘沙門天（善国寺）

12：30 ごろ解散

となりました。

参加者の皆様お疲

れさまでした！

かくれんぼう横丁
辺りの路地の一角

今回の歴史散歩は、江戸情緒ただよう路地や坂道が魅力的
な、神楽坂周辺へと出かけてみました。かつての粋な花街
の風情が今も残り、一歩裏道へ入ると、黒塀や石畳の細い
路地が迷路のように入り組んでいて、しばし都会の喧騒を
忘れさせてくれます。また、多くの文人墨客に愛された料
亭や旅館が今も軒を連ねる一方で、近年ではおしゃれなレ
ストランやカフェも点在し、伝統的な風景になじんで溶け
込んでいるのも、神楽坂の魅力のひとつです。今回のガイ
ドは、シティガイドの高橋さんにお願いしました。お馴染
みの名解説を聞きながら、梅雨晴れの青空の下、風情ある
裏路地をそぞろ歩きながら神楽坂の魅力を存分に味わうこ
とができました。
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   今年度もバス研修会を開催しました。車内にて租税
教育用のアニメ—ション DVD を上映し、「税の大切さ」

「税金の使われ方」などを学んでいただき、併せて子供
には租税教育用冊子「クイズだゼイ！」を配布しました。
また大人には今年から運用開始となったマイナンバー
制度のリーフレットを配布し、申告書や申請書等への
マイナンバー記載について周知を行いました。

バス研修会バス研修会
【行き先】東京ディズニーシー平成28年

７月２０日(水）16：00 ～

＜佐竹地区＞ ＜下車坂町地区＞

＜中根岸地区＞ ＜竜泉中部地区＞

＜金杉上町地区＞ ＜谷中第二地区＞ ＜谷中第三地区＞

平成２８年度

　今年はバス１８台、総勢７２８名の
参加がありました。風が涼しく、暑さ
を感じない心地良い天気でした。１７
時から入場できたこともあり、皆さん
多くの人気アトラクションやパレード
を時間いっぱい楽しんでいました。

租税教育冊子
「クイズだゼイ！」

配布冊子・リーフレット
｢申告書や申請書等には
　　　マイナンバーの記載が必要です！！」

金海厚生
担当副会長

馬目厚生委員長

研修ビデオ

税について勉強しよう！
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　去る 6月18日（土）～ 19日（日）、長岡社会貢
献委員長、冨坂青年部会長、吉田青年部会幹事
（社会貢献委員）と私の 4 名で社会貢献委員会
活動の一環として熊本地震災害ボランティアに
行ってまいりました。
　羽田空港から午前 6：40発の飛行機に搭乗、
阿蘇くまもと空港には予定通り午前 8：25に到
着しました。その足で空港からも近く被害も他
地域と比べて大きかった益城（ましき）町のボ
ランティアセンターに向かうのですが、ボラセ
ン（ボランティアセンターの略です。現地では
皆さん略語で表現していましたのでこちらでも
敢えて使うことにします。）の集合時間は午前
8：30、レンタカーの手配を済ませ現地に到着
した頃には好天だったこともあり、すでに予想
よりはるかに大勢の方が集まっていました。

　ボラセン到着後、所定のエントリーシートに
記入、順番に受付を終えオリエンテーションを
経て「マッチング」と言う作業を行います。こ
れは参加者がどこの現場に派遣されるのかを決
めるものなのですが、やり方としては「競り」と
非常によく似ています。ボランティアの方々が
席に座り、その前でマッチング係が司会者のご
とく「○○の現場、車が出せる人及びグループ、
人員は全部で 6名必要です」などと発言すると
その条件に合致したグループ、もしくは単独の
参加者が「ハイ！車出せます。4 人です」など
と競り落とすように声をかけます。そのマッチ
ングにより今回我々は他の参加者 2名とグルー
プを組み、合計 6人で半壊した家屋のブロック
塀除去及び処理場への運搬に向かいました。

　作業現場はとある市民の方の家なのですが、
全壊は免れたものの支柱も傾き、住居として使
用できる状態ではありませんでした。そのよう
な中でもその家の方が現地まで足を運び（詳し
くは聞きませんでしたが、別に住んでいるご家
族のもとに避難してらっしゃるようでした）、
我々ボランティアの体調をお気遣いくださった
り、水や軽食を差し入れてくださったのには本
当に頭が下がる半面、実際に被災者の方と顔を
合わせそのご苦労を想像すると大変心が痛みま
した。

＜社会貢献委員会＞

熊本　復興支援ボランティア
記事　広報委員　森重伸悟

写真　社会貢献委員長　長岡信裕　
　　　広報委員　　　森重伸悟

ボランティアセンター

オリエンテーション

マッチング

グループ打合せ

エントリーシート
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委員会活動報告

　具体的な作業としましては、瓦礫になったブロック
塀などを軽トラックに積み、ピストン輸送で処理場に
運ぶ作業を行いました。処理場は非常に決まりごとが
多く、かなり細かく分別をしないと受け付けてくれま
せん。また、午後 3時には完全に閉鎖されてしまい、
その後は一切のゴミ、瓦礫などを処分することが出来
なくなります。当日は、今回は 1泊でのボランティア
と言うこともあり、ある程度キリの良いところまでや
ってしまおうと言う気持ちが働いたため、かなり急ぎ
の作業になってしまいましたが、本来でしたらもう少
し体調を気遣いながらダラダラと作業を行わなければ
ならないだろう、と言う気付きもありました。

　今回、個人的にも災害ボランティアに参加するのは
初めてだったため、前述したように様々な体験・気付
きがありました。
ここでそれを箇条書きにしますと、
・実際に現場に赴く前のオリエンテーション、マッ

チングなどの手続きが思ったより煩雑。

・被災者の心情を優先するよう、気遣わなければい

けない（ちょっとした言葉にも心配りする必要が

ある）。

・ボランティアが体調を崩すのは本当に迷惑なので

絶対に無理をしてはいけない（ダラダラ作業する）。

・処理場などは分別などかなり細かい。不届き者が

不法にゴミを捨てに来る場合があるからと思われ

る。

と言うような感じでしょうか。しかしまだ他にもいろ
いろなことがあると思います。

　ボランティア作業後は市内にて食事をし、宿泊した
ホテルでゆっくりと休息を取りました。市内は（熊本
城などの被害を除き）90％程度は復旧がなされている
と感じました。観光したり美味しい食事を取ったりす
ることも充分に出来ます。
　翌日は阿蘇まで向かい倒壊した阿蘇神社に参拝、そ
のような非常時に行われていた結婚式を偶然見ること
が出来、心が動かされました。

　ボランティアに参加するのは時間、費用、体力など、
かなりハードルが高い面があるのは否めません。しか
し、機会があったらぜひ参加されてみることをお勧め
します。また、風評被害で観光客が激減している地域
もあるので、観光に行きお金を落とすことも立派なボ
ランティアの一つになります。
「被災者の方のため」と言うよりも「いつ起こるか分
からない災害に巻き込まれるかもしれない自分のた
め」と言う思いのもと、本当に良い経験が出来たと考
えを新たにしました。

ゴミ処理場

阿蘇神社

益城町

益城町

参加者
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中小企業

日刊工業新聞社　岡田直樹

　すべての国と地域に温室効果ガス削減目標の作成と報

告を義務付けた昨年12月の「パリ協定」採択を受け、

企業の地球温暖化対策はもう一段の努力が求められる新

たなフェーズに入った。伊勢志摩サミットでは「パリ協

定の可能な限りの早期締結に必要な措置をとる」とする

首脳宣言を採択。日本政府は「今年中の発効との目標に

向けて努力する」（安倍晋三首相）姿勢を示した。政府は

温室効果ガス排出量を2030年までに13年比で26％削減す

る目標を国際公約している。大企業では政府以上の目標

を掲げ削減に取り組むところもあるが、問題はCO2排出

量の実態さえよくわからない中小企業だ。まずは実効性

のある対策事例をモデル化するなど経営者のやる気を促

す施策が急がれる。

　日本企業のCO2削減対策は「乾いたタオルを絞るよう

なもので、あまり削減の余地はない」との見方もあるが、

本当にそうだろうか。中小企業庁がエネルギー消費統計

をもとに試算した「2010年版中小企業白書」によれば、

日本のエネルギー起源CO2総排出量のうち中小企業は

12.6％を占める。内訳は製造業が3.1％に対し、非製造

業は8.2％あり、卸・小売業、飲食業、宿泊業などの削

減余地が大きいことがわかる。運輸業を加えると中小企

業の総排出量は概ね15％に達するとみられる。この2～

3割を削減できれば、日本のCO2総排出量削減に少なから

ず寄与しよう。

　上島熱処理工業所（東京都大田区）はハイス、炭素工

具鋼などの焼き入れや焼き戻しなどを得意とする。超高

温で溶かした塩のなかに金属を浸すソルトバス（塩浴）

を用いるため中小企業ながら多くの電力を消費する。人

がマニュアル操作でできる管理には限界があり、注意し

ていても東京電力との契約電力を超える事態が時々発生

していた。そこで東電との契約電力を超えないよう最大

需要電力を常時自動的にモニターし、しきい値を超えそ

うになると使用電力を調整する仕組みを導入した。短時

間なら停止しても品質に影響が出にくい設備から順に自

動停止する。

　工場を持たない中小の機械工具商社にもできることが

ある。三共精機（京都市）は使用済みの切削工具をレア

メタルリサイクルのために回収し、買い取り金額の一部

を京都美山地区の植樹や森林整備に充てている。紙やガ

ソリン、電気の削減から環境活動に取り組み始めたが、

節約レベルで取り組んでいるだけでは環境への貢献はご

く僅かである。何より従業員が社会との関わりを実感し

にくいため、すぐに限界がきてしまう。そこで思いつい

たのがレアメタル回収を森林再生につなげるというアイ

デアだ。従業員は資源リサイクルと森づくりの両面から

社会との関わりを実感できる。

　ホテルの宿泊者は電気や水、備品類に対する節約の意

識が乏しくなりやすいが、顧客サービスの視点から業界

として打つ手がなかった。その〝常識〟に一石を投じた

のが、全国に112店舗を持つホテルチェーンのスーパー

ホテル（大阪市）で、顧客参加型の「エコひいき」や「エ

コ泊」というサービスを展開する。「エコひいき」は連泊

で客室清掃が不要な顧客にミネラルウォーターを、マイ

箸持参や歯ブラシ返納をした顧客には地域名産のお菓子

をプレゼントする。「エコ泊」は顧客が同社の公式サイト

に予約するとCO2削減に協力できる。宿泊中に排出され

るCO2カーボンオフセットという仕組みを使い、タイの

バイオマス事業や岐阜県東白川村の森林事業などに投資

している。

　中小企業は組織が小さい分だけ、トップが決断すれば

従業員に環境対策を徹底しやすい半面、いくらトップの

意識が高くてもCSR（企業の社会的責任）だけでは長続

きしない。3 社の事例から浮かび上がる成功のポイント

は、環境対策を日常の業務やサービスのなかに組み込み、

従業員や顧客、地域社会に「見える化」していることだ。

　環境対策は投資を伴うためコスト増加要因と捉えられ

がちだが、軌道に乗っている中小企業からはブランドイ

メージの向上や入札機会の増加、知名度向上による新規

顧客獲得、従業員の省エネ意識向上、社内の活性化につ

ながり、経営の好循環を生んでいるとの報告もある。コ

トはじめは「省エネ対策」でも、創意工夫次第で企業価

値の向上をもたらす。何より環境対策に熱心な企業は、

業績や財務内容が良好なことが多く、対外的な信用も得

られやすい。

　日本でもゲリラ豪雨の多発化や猛暑日の増加といった

異常気象が顕著になり、多くの人命が失われる悲惨な災

害も相次ぐようになった。もはや温暖化対策を他人事と

捉えたり、大企業任せにしたりはできない。CO2の削減

余地は産業部門より家庭部門の方が大きく、「従業員も

ひとりの消費者」という視点に立てば、雇用の7割を生

み出している中小企業の地道な取り組みは、大企業以上

に消費者の環境意識向上や家庭のCO2削減に寄与するは

ずである。中小企業の「小さなことからコツコツと」が、

これほど重みを増している時代はない。

1984 年に日刊工業新聞社入社。記者として、さいたま総局、金融・電機・
情報通信などの産業界、経済産業省・金融庁・内閣府などの官庁を担当。
編集デスク、北東京支局長、経営戦略室部長、論説委員、南東京支局長、
論説委員長、日刊工業産業研究所長を経て、現在、企画調査部長。
埼玉県出身、57 歳。

岡田　直樹（おかだ・なおき）【筆者紹介】
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